
大阪教育大学財務リーフレット２０１３ 

Ｑ．大阪教育大学の収益・費用はなんぼ？ 

平成２４事業年度においては運営費交付金＊及び授業料等の収益が９１億円あり，それらの収益は本学の教育・研究・社会貢
献等さまざまな活動において有効に活用しています。 

やまお 

たまごどり 

「やまお」「たまごどり」は，大阪教育大学の公式キャラクターです。 

こうなってまっせ大教大 

９１．1億円 

経常費用 
９１.１億円 

経常収益 

＊大学の業務運営のため国から交付されるものであり，
国民の税金によって賄われています。 

運営費交付金＊ 

５６．３億円 

授業料等 

２７．４億円 

施設費 

０．７億円 

寄附金等 

２．２億円 

その他 

４．５億円 

法人共通経費 

８．０億円 

教育研究等経費 

（附属学校園） 
２９．２億円 

教育研究等経費 

（大学） 
５３．９億円 



Ｑ．学生一人あたりの教育経費はなんぼ？   

平均で 
年間約１００万円 
投じているのか～ 

教育経費 ４８億２,９３３万円 

学生数 

（学部・大学院・専攻科） 
４,６６４人 

学生一人あたり １０３万５,０００円 

内 容 金 額 

パソコン，講義室設備費など 3億1,500万円 

教務システムの開発費，構内緑地保全費，キャンパスの清掃費など 1億1,990万円 

講義室等の電気・ガス代など 8,200万円 

教職員給与など 38億1,600万円 

入学料・授業料免除費など 1億9,600万円 

その他 3億0,043万円 

計 48億2,933万円 

〔教育経費の内容〕 
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●入学料・授業料免除実績 

 
学生支援の取組として，入学料・授業料について様々な免除制度を設けています。 

平成２４年度は全額免除・半額免除を合わせて，入学料で５５人・１,２３８万円，授業料でのべ９１３人・
１億８,３３５万円の免除を行いました。 



Ｑ．どんな取組やってんの？ 

○大学間連携による教育の質の向上に関する取組 
■京都教育大学・奈良教育大学と緊密な連携を行い各大学の教育機能
を強化するため，平成２４年度後期より京阪奈三教育大学間における
双方向遠隔授業を開始しました。また教員養成系大学の高度化を目指
し，北海道教育大学・愛知教育大学・東京学芸大学とともに，教員養
成機能の深化を図る新たな教員養成プログラムの開発等を目的とした
『大学間連携による教員養成の高度化支援システムの構築～教員養成
ルネッサンス・HATOプロジェクト～』を進めています。  

○心身に障がいのある学生の修学支援等に関する取組 
■障がい学生支援の充実を図ることを目的として，障がい学生修学
支援ルームを開設しました。支援ルームには，臨床心理士資格のあ
るカウンセラーや専任の事務職員を配置したほか，手話通訳やノー
トテイク，パソコンテイクに関する講習会を実施し支援協力学生を
養成するなど，体制の整備を図っています。 

○社会連携・地域貢献に関する取組 
■子どものスポーツ習慣化プログラム及びスポーツ指導能力向上プ
ログラムを開発し，大阪府内の小中学校における体力テストの分析
等に活用されています。また中学校保健体育科目の武道，ダンス等
における練習方法や指導方法を作成しました。その他，柏原キャン
パスの敷地を活用し，健康づくりに役立ててもらうことを目的に
「Walk＆Runコース」を設置しました。このコースを利用して「柏
原市市民健康マラソン大会」が開催されています。 

■大阪府教育委員会等との連携により，実践力と指導力のある理数
系教員を養成し，各地域の理科力の向上を図ることを目的とした
「現職教員と学生との協同によるCST（コア・サイエンスティー
チャー）養成と理科地域拠点ネットワークの構築」事業を推進して
います。 

○学校安全に関する取組 
■わが国におけるISSの認証取得を希望する学校に対してISSの認証に
関わる技術的指導を行うと共に，ISSの理念を活かした学校安全の取
り組みが日本のすべての学校で推進され継続されていくための支援
を行うことを目的として，学校危機メンタルサポートセンターに世
界で９例目となる「日本InternationalSafe School認証センター」を開
設しました。 
■「犯罪からの子どもの安全を目指したe-learningシステムの開発」
を（独）科学技術振興機構・社会技術研究開発センターの受託研究
により行いました。 

社会ニーズにあった様々な教育研
究活動や事業を展開しています。そ
の一例を紹介します！ 

双方向遠隔講義システムを活用した授業の様子 

障がい学生修学支援ルーム 

柏原市市民健康マラソン大会の様子 

日本InternationalSafe School認証センター設立式典の様子 



Ｑ．どんな環境整備やってんの？ 

美術棟 

照明設備LED化 

図書館 

自動貸出返却装置設 

防犯カメラ設置 

工房棟 

空調機新設 
テニスコート 

コート補修 

陸上競技場 

インフィールド 

アメフトゴール新設 
大型除菌乾燥庫設置 

無線LANシステム設置 

体育館 

講義室AV機器更新 

CALLシステム更新 

二重サッシ化他建具改修 

共通講義棟 

教員養成課程棟 

教養学科棟 

空調機新設 

講義室AV機器更新 

 
○柏原キャンパス 

空調機新設 

講義室AV機器更新 

障がい学生修学支援ルーム整備 

京阪奈三教育大学連携事業 

双方向遠隔講義システム導入 

 
 
○天王寺キャンパス 

西館 

屋外ステージ設置 

中央館 

改修工事 

（平成２５年４月完成） 

マロンルーム（自習室）整備 

財務リーフレット２０１３ こうなってまっせ大教大 
対象：平成24事業年度（2012年４月１日～2013年３月31日） 
発行：管理部財務課 
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詳細な財務情報については以下のウェブページをご覧ください。 
《大阪教育大学財務情報ウェブページ》 
http://osaka-kyoiku.ac.jp/university/zaimu/zaimujoho/ 

学生の教育活動等を支援するため，平成24事業年度においては，以下のような施設・設備の整備を行いました。 

附属学校園 

電子黒板・遠隔授業システム導入（全附属学校園） 

ノートパソコン整備（全附属学校園） 

体育館改修（天小） 

駐車場新設（特支） 

無線LANシステム設置（天小、平小） 

生徒用ロッカー更新（池中） 

体育館放送・映像設備整備（天小） 

既設AED更新（天小中高、平小高、池小高、幼稚園、特支） 

プール改修（特支） 

網戸設置（天小中高、平小中高、池中高、幼稚園） 
 


